
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

新たな年を迎えました。昨年の静岡県は１５

年ぶりの新知事誕生という大きな変化の年で

した。国内外ともに政治情勢は不確実性を増

していますが、いよいよ今年は「新しい静岡県」

づくりが本格的にスタートします。 

まずは「次期総合計画」の策定です。 

１２月定例会では骨子案が示されました。 

年度内に今後４年間の「経営方針」を定め、  

来年度は具体的な「行動計画」を議論します。

「幸福度日本一の静岡県」を創るためのベース

となる計画です。概要は裏面をご覧ください。 

次に「令和７年度当初予算」です。 

年末に示された調整状況では、リーマンショ

ック時を上回る財源不足が見込まれており、 

非常に厳しい財政状況となっています。 

しかし、借金頼みの財政運営は避けなけれ

ばいけません。中期的な財政目標を立て目指

す方向を明確にして、ビルド＆スクラップで 

事業の選択と集中を進める必要があります。 

２月定例会では当初予算案と次期総合計画

が議論されます。現実を踏まえつつ、次世代を

見据え、新しい静岡県を創ってまいります。 

  
みなさまの声を県政に活かします 

○令和７年度当初予算編成に対しての政策提言 

１２月１９日、ふじのくに県民クラブは康友知事に政策提言を

提出しました。 

会派マニフェスト「未来共創」に掲げた５つの政策キーワード

「命・環・豊・人・礎」に基づく７１の施策と、連携する県内市町の

議員から寄せられた現場の声に基づく施策・事業です。 

康友知事からは「厳しい財政状況の中、危機感を持って取り

組んでいく。提言を活かしていきたい」とのコメントをいただき

ました。 

来年度予算への反映を期待するとともに、県民のみなさま

の幸せづくりに資してまいります。 

○歳出・歳入の見直しに関する提言 

１１月２６日、政策提言に先立ち、財政健全化を目的とした「歳出・歳入の見直し」を提言しました。人口減少、

少子高齢化の中、会派ではここ数年、同様の提言をしています。知事が交代したこのタイミングだからこそ、 

できることにチャレンジしていきます。 

とりわけ厳しい財政事情の中、事業の廃止・見直しは不可欠です。

費用対効果を踏まえた見直しや決算乖離の是正、事務の効率化な

ど、今後も会派から提案していきます。加えてハードの見直しです。

ファシリティマネジメントを進め、市町や国とも連携して資産経営の

最適化を進めていきます。 
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次世代エアモビリティへの期待 

康友知事はスタートアップ支援に力を入

れています。私ももちろん応援しています

が、静岡県の特色を出すためには、ものづく

り産業の集積を活かした「ハード系スタート

アップ」の支援が重要と考えています。 

その中でも私が期待しているのが「次世代エアモビリテ

ィ」です。県は「次世代エアモビリティ導入促進ロードマッ

プ（案）」の策定を進めており、「社会実装の促進」と「関連

産業の振興」の両輪で取り組む計画です。 

紙幅の関係で詳しく書けませんが、関心のある方は県の「次世代エアモビリティ」のサイトをご覧ください。 

県は民間航空事業者と協定を結び、「３次元点群データの活用とフライトシミュレーション技術の向上」、「垂

直離発着所の適地選定調査」、「飛行圏の選定調査」などの実装準備を進めています。将来を見据え、県民生活

の向上や新産業の集積などによる地域活性化を進めていきます。 
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